
 

熊
本
学
園
⼤
学
⽔
俣
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
︑
﹁
負
の
遺
産
と
し
て
の
公
害
︑ 

 

⽔
俣
病
を
未
来
に
活
か
す
﹂
こ
と
を
⽬
的
と
し
て
︑
⼆
〇
〇
五
年
四
⽉
の
開
設 

 

以
来
︑
研
究
・
調
査
・
教
育
活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
︒ 

 

⽔
俣
病
事
件
は
今
年
で
公
式
確
認
か
ら
七
⼗
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
︑
現
在
も 

 

裁
判
で
救
済
を
求
め
る
⼈
々
が
⼤
勢
い
ま
す
︒
様
々
な
公
害
を
経
験
し
た
⽇
本 

 

で
す
が
︑
新
た
な
化
学
物
質
に
よ
る
地
下
⽔
汚
染
や
⾹
り
に
よ
る
被
害
が
発
⽣
し
︑ 

 

不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
︒ 

 

改
め
て
⽇
本
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
化
学
物
質
汚
染
と
そ
の
被
害
に
つ
い
て 

 

学
び
︑
被
害
当
事
者
た
ち
が
求
め
る
解
決
と
は
何
か
を
聞
き
︑
汚
染
が
分
か
っ
た 

と
き
に
何
を
す
べ
き
か
︑
⾏
政
・
企
業
︑
⼀
⼈
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
は
何
か 

 

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す 

＊
受
講
は
す
べ
て
無
料
で
す 

＊
全
講
義
受
講
者
に
は
修
了
証
を
発
⾏
し
ま
す 

熊
本
学
園
⼤
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研
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セ
ン
タ
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⼆
〇
⼆
六
年
度 

第
⼆
⼗
三
期 

公
開
講
座 

会場 ： エコネットみなまた （熊本県水俣市南福寺60） 

＊カーナビ等には「南福寺1ｰ60」と入力してください 

期間 ： 2026年 9月29日～10月27日  

毎週火曜日 午後６時３０分～８時３０分 

化
学
物
質
に
よ
る
汚
染
・
公
害
に 

ど
う
向
き
合
う
の
か  

後援 ： 水俣市 
 水俣市社会福祉協議会 

09月29日 中地 重晴 （熊本学園大学 水俣学研究センター長 ・ 社会福祉学部教授） 

「国際的な化学物質管理の最新動向と国連プラスチック条約」  

10月06日 原田 浩二 （京都府立大学教授） 

「有機フッ素化合物PFASによる環境汚染と市民科学」 

10月13日 木村-黒田 純子 （環境脳神経情報センター副代表・医学博士 ）  

「農薬使用の現状と課題、農薬再評価の問題点」 

10月20日 平賀 典子 （新潟大学非常勤講師）  

「香害とは、現状と課題」 ＊遠隔講演 

10月27日 井上 ゆかり （熊本学園大学 水俣学研究センター研究員） 

「水俣病70年アンケート調査報告」 
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水
俣
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現
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研
究
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ン
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